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低所得者層は申請するだけで５千円の購買⼒を得られるのだが、その申請は低調 
 
「利にさとい」という⾔葉がある。これは、利益が得られそうな機会を敏感に感じ取り、そ
こから利益を確実に引き出していく態度・⽣き⽅を⾔うものである。 
 
本⽇の神⼾新聞によると、低所得者層に対して２万円で販売され、２万５千円分の購買⼒が
あるプレミアム商品券購⼊への申請が低調であるとのことである。商品券購⼊は４千円単
位であるので、必要に応じて分割購⼊することもできる。低所得者層にはその購買⼒に合わ
せた優しい仕組みとなっている。 
 
にもかかわらず、このプレミアム商品券への申請が低調ということである。「利にさとい」
という⾔葉がやはり脳裏をよぎる。「利にさとくない」から低所得に⽢んじているのか？ 
そのようにも考えてしまう。経済学の⼊⾨書には、⼈間の経済活動は合理的であることが前
提と書かれている。このプレミアム商品券の⼀例からは、⽇本国政府が考えるとおりに⽇本
国の国⺠は⾏動しない。 


